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研究成果の概要（和文）：本研究は、新しい口蓋裂の治療を開発するために、胎仔マウスの口蓋癒合に関わるメカニズ
ムを明らかにすることを目標にしている。口蓋突起の癒合時期に合わせた遺伝子発現データベースを作製し、口蓋閉鎖
に関与する可能性のある遺伝子群の発見に用いた。癒合中・癒合後に、Carcinoembryonic antigen-related cell adhe
sion molecule 1 (CEACAM1)の発現量の増加を認め、定量的real-time PCRを用いた遺伝子発現量の解析でも同様の増加
が確認された。さらなるCEACAM1の口蓋癒合に対する機能解析によって将来的には新しい口蓋裂治療に発展させる予定
である。

研究成果の概要（英文）：Our purpose of this study is to understand the mechanism of palatal fusion for 
cleft palate treatment. Gene expression database was created and applied for the discovery of genes that 
related to palatal fusion.Carcinoembryonic antigen-related cell adhesion molecule 1 (CEACAM1) was 
identified from database and increased during and after palatal fusion. Quantitative real-time PCR 
confirmed the increase of CEACAM1. Functional antibody of CEACAM1 inhibited palatal fusion. CEACAM1 could 
be important for palatal fusion. These data regarding the interaction of CEACAM1 and palatal development 
would be used for future treatment of cleft palate.

研究分野：医歯薬学

キーワード： 口蓋裂
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１．研究開始当初の背景 
 
口腔顎顔面領域に披裂を生じる先天異常で
ある口唇裂・口蓋裂は、国内の新生児約 500
人に 1人の確率で発生し、海外における発生
率は異なるが、依然頻度が高いことが報告さ
れている。裂の程度、発生原器、披裂部位な
どによって様々な病態があり、原因は遺伝的
要因と環境的要因の両者が複雑に関係して
いるとされてきた。代表研究者らは、大阪大
学歯学部附属病院にて、口唇裂・口蓋裂患者
の一環治療を継続している。現在の医療では、
口唇裂・口蓋裂患者に対しては、成人となる
まで手術治療が主体で、組織工学的、遺伝子
工学的に閉鎖をはかるなどの新しい治療法
が期待されているが、未だに進展していない
のが現状である。  
 
２．研究の目的 
 
口蓋の発生機序は胎生期において両側の上
顎突起から口蓋突起が発生し、癒合するまで
に、口蓋板の成長と水平転移または挙上、上
皮細胞の接着と自己分解、間葉の癒合という
過程で進行すると言われているが、このうち
のいずれかで障害が起こると口蓋裂が発生
する。本研究では、形態観察しやすいマウス
胎仔口蓋形成をモデルとして用いて、口蓋閉
鎖に寄与する遺伝子群を明らかにする。将来
的には、組織工学的、遺伝子工学的に口蓋閉
鎖をはかる新しい口蓋裂治療法を探究する
ことを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
まず口蓋がどのような分子機構で閉鎖し口
腔を形成するかを明らかにするために、口蓋
突起先端部の遺伝子発現を癒合前、癒合中、
癒合後の 3者間で比較し、既知の遺伝子、新
規遺伝子も含めて、口蓋閉鎖に関わる遺伝子
群を明らかにする。口蓋閉鎖を制御している
遺伝子のプロファイルを作製するために、連
続的遺伝子発現解析法： SAGE (Serial 
Analysis of Gene Expression) 法を用いる
(www.sagenet.org)。少量のサンプルから
total RNA を 抽 出 し 、 T7-based RNA 
amplification 法を組み合わせた T7-SAGE 法
を用いて、口蓋突起上皮の癒合前、癒合中、
癒合後に関する遺伝子群のデータベースを
構築する。そして、その情報をもとに、それ
ぞれの遺伝子の口蓋閉鎖・形態形成における
機能を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 
(1)口蓋閉鎖に関わる遺伝子の同定 
①口蓋突起が接近した段階（癒合前）、②口
蓋突起が癒合している段階（癒合中）、③口
蓋突起が癒合した段階（癒合後）で、突起先
端部の RNA を抽出し、T7 RNA amplification

法にて RNA を増幅し、T7-SAGE 法を試みた。
ライブラリー作製に予想以上に時間を要す
るため、マイクロアレイ法を用いた遺伝子解
析を並行して行った。 
 
(2) 口蓋癒合時に口蓋突起上皮に発現する
遺伝子の発現量確認 
癒 合 中 ・ 癒 合 後 に 、 Carcinoembryonic 
antigen-related cell adhesion molecule 1 
(CEACAM1)の発現が増加しており、定量的
real-time RT-PCRを用いても同様に発現量の
増加を確認した。 
 
(3) 口蓋突起癒合部に特異的に発現する遺
伝子の発現分布確認 
発現分布を明らかにするために、抗 CEACAM1
抗体を用いて免疫組織学的解析を行った。口
蓋癒合中から癒合後にかけて、CEACAM1 が口
蓋突起先端部に強く発現していた。他の遺伝
子に関しては解析中である。 
 
(4) 器官培養を用いた機能阻害実験 
器官培養中にCEACAM1の機能阻害抗体を添加
したところ、口蓋突起の癒合が阻害され、
CEACAM1 の口蓋癒合への関与が示唆された。 
細胞接着因子CEACAM1の器官形成に対する関
与の報告は少なく、口蓋形成に関しては皆無
であるために、機能的に未知の点が多い。今
後、他の遺伝子群との関連を含めて、遺伝子
改変マウスの解析も視野に入れながら、口蓋
癒合に対する関与とそのメカニズムについ
てさらなる解析を進めていきたいと考えて
いる。 
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